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　　　　これまで多くの村民の手で気づいてきた中里村は’

　　近い将来、遠い未来、どんな地域になっているでしょうか。

　　　　　これかも主役ばここに住んでいる私たちです。

そして、これからも私たちの手でこの地域を創りあげていきましょう。

　　　　　たくさんの小さな光の大きな未来のために…。

Th∂nks　N∂kas∂to
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村」へのメッセージ～

～春を呼ぶ祭りと

　　消え行く「中里

カ
ー
ニ
バ
ん
を
喜
え
る

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ッ
フ

　
“
村
民
手
づ
く
り
”
の
カ
ー
ニ
バ

ル
に
は
約
3
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
タ
ッ
フ
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

元
団
体
だ
け
で
な
く
、
中
越
地
震
の

際
に
救
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
援

助
い
た
だ
い
た
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
協
会
の
み
な
さ
ん
、
地
元
の
学

生
の
み
な
さ
ん
も
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
携
わ
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
約

2
0
0
名
。
カ
ッ
プ
の
作
成
か
ら
設

置
、
そ
し
て
後
片
付
け
ま
で
の
作
業
。

特
に
今
年
は
吹
雪
の
中
の
点
火
だ
っ

た
た
め
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
す
ば

ら
し
い
光
景
を
つ
く
る
に
は
大
勢
の

方
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
会
場
を
暖
め
た
火
柱
を
つ
く
る
た

め
、
中
里
村
元
気
印
応
援
隊
の
み
な

さ
ん
は
秋
に
茅
を
刈
り
、
会
場
の
中

の
木
に
括
り
付
け
て
お
き
ま
す
。
当

日
は
雪
の
中
か
ら
掘
り
出
し
、
会
場

に
設
定
し
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル

の
た
め
に
何
ヶ
月
も
前
か
ら
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
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ア
ト
ラ
ス
中
里
F
C

が
初
優
勝
！

　
第
2
回
目
の
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
か

ら
始
ま
り
、
今
回
で
1
0
回
目
を
迎
え

る
雪
上
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
は
、
中
里

村
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ア
ト
ラ
ス

中
里
F
C
」
が
見
事
に
優
勝
し
ま
し

た
。
同
チ
ー
ム
の
前
身
で
あ
る
「
田

沢
F
C
」
の
時
か
ら
、
幾
度
と
な
く

優
勝
を
逃
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
里

村
と
し
て
最
後
の
大
会
で
有
終
の
美

を
飾
り
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
県
内
各
地
の
5
チ
ー
ム

で
争
わ
れ
、
雪
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
白

熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

※写真は後日撮影

～
中
里
材
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
5

南雲万紀子さん

地名は変われど人情
はそのままで！

山田智子さん
これからも中里ら

しく〃

江ロ若菜くん
自然がたくさんある

ところが大好き！

服部勇馬くん
このまま平和なとこ

ろであってほしい。

樋ロ瑞季くん
雪原カーニバル楽しか

った。またやりたい〃

　
譲
無
　
…
磁
縷

隷
．
翼
蟻
蕪

議
磁
灘
磁
　
　
綾

鷲
灘
嚢
轟

　
　
■
講
　
　
鞭
譲

　
慕
　
講

戴
擁
㌶
講

爵
譲
．

　
　
難
灘
灘
灘
鑛
懲
懸
籔
鑓
灘
繋
馨
鐵
灘
縫
麟

O
総
懇
羅
嚢
羅
灘
畷
懸
馨

会
場
に
訪
れ
た
人
々
も
参
加
麟
．
一
蒸
一
本
燈

し
て
い
く
。
1
時
間
後
に
は
ゲ
レ
ン
デ
を
見
わ

た
す
限
り
の
オ
レ
ン
ジ
の
光
が
や
さ
し
く
輝
い

て
い
ま
し
た
。
「
本
当
に
綺
麗
」
「
幻
想
的
な
光

景
」
「
心
に
染
み
る
光
」
な
ど
、
そ
の
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
た
人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

高野春香さん一中里村はな

なっても里っ子は絶えません

　鐙奪糧例の中璽樹芸能協盤の踊りで馨場は賑

やか健。巻じて，福まき驚盤場は一気ぼヒート

ア嬰フ。当たっ驚人．当建らなかった人、馨年

は融なさん燧福がありまず謙うに。

自
讃
特
駐
蕨
雛
灘
」
．
躍
難
麟
灘
難
難

を
風
と
雪
が
横
か
ら
吹
き
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
地
元
の
地
区

振
興
会
や
各
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
開
か
れ
た
の
れ
ん
市
で
は
そ
ん
な
雪
風

に
負
け
ず
、
熱
気
に
包
ま
れ
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

蔦
亀

撫
燕
　
．騰

5
中
里
材
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

江
ロ
紅
美
さ
ん
ー
い
つ
ま
で
も
綺
麗

　
な
自
然
と
あ
た
た
か
い
人
た
ち
の

　
い
る
中
里
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

小
林
明
美
さ
ん
ー
あ
っ
た
か
い
人
が

　
た
く
さ
ん
い
る
中
里
村
が
大
好
き

　
で
し
た
。

服
部
慎
吾
く
ん
ー
中
里
村
っ
て
落
ち

　
着
く
。
な
く
な
る
の
っ
て
ち
ょ
っ

　
と
悲
し
い
な
。

広報なかさと平成17年3月25日3



灘

餐

騰 （中谷富碓さん）

璽がいっぺえあるところが

六好きだなあ。

懸幾灘鞭聯嚇磯獺

　　　　騨騰

繋

（桑原清さん）

歴史ある中里討

いつまでもll　　　．　購

蹴

（
滝
澤
勉
さ
ん
）

こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
で

一
体
と
な
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
み
～
ん
な

仲
閻
。
よ
ろ
し
く
の
’

纒

藩

韓磁，露．

驚拶

働の罐
のれん街の
みなさん
へ・中里材への

　メッセ，一・ジ～

　灘　1
欝騨蝿

拶
翻

繋

（南雲昭子さん）

中里が良くなるのか何より

もの願し￥。元気な中里で1

　（山加諺さん）

譲　これからの福祉もしっかり1中里1
，羅みんながみん’なで創る福祉を。

　　　　　　　　　　．諺

羅

雛 　
　
纏
擶

・）中里材へのメツセージ～

大島　巧さん三癒も体嚇申墾驚雀。

上原利和さん：4月がらの新臆かさと」に期待羅

鈴木小百合さん：美じい由然の螺羅みん癒楽じく過訟慧る中塁に。

石澤紀章さん1郷圭色をいつま羅も残じ驚い。轟為がら懸地域の

結束を高めましょう／

廣田　智惑ん：ζ篇がらも中璽はがんば鱗続けま薩羅

　
　
鑛
、

　
　
　
灘 菰

難
難

簸
甕

麟　
灘

禦

感欝
．霧

慧．灘

　　羅・i難一　　　

臨

　
　
　
　
　
苗
　
獺
鰭

．
繍
縫
鍵
懸

　
　
　
　
灘
繊
鰻
題
灘
纏
縷

鐵繕灘

籔
懸
灘羅鑛灘灘

灘・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
灘
灘
難
灘
縫
講
繊
蝶
懸
羅
灘
懸

難
雛
鐡
鑛
雛
鑛
灘
灘
灘
鑓
灘

灘
懸
灘
灘
灘
灘
灘
懸
羅
饗
懸
灘

懲
難
鍵
灘
灘
織
懸
灘
欝
懇
鐵
蕪
撫

撒
難
．
鐵
麟
灘
鰯
雛
灘
織
難
糠
簿

鐵
灘
鱗
灘
難
獣
灘
灘
灘
灘
灘
懇
難

灘
難
鱗
灘
欝
。
灘
鑛
難
禦
鎌
欝
鞍

灘
饗
，
搬
籔
灘
慧
鎌
灘
鐵
難
灘
鐵

懲
懸
難
鑛
灘
鑓
鱗
灘
難
灘
纏
纒
懇

灘
．
鑛
灘
灘
懸
懸
羅
懸
灘
欝
灘
織

雛縷

懸
．
灘
麟
灘
難
灘
難
攣
難
難

難
礁
鱗
難
繕
欝
難
灘
．
織
馨
搬
繋

懸
灘
懇
襲
繋
難
羅
響
。
馨
霧
懸
雛

雛
難
鍛
難
鐵

　
饗
雛
鐵
蓬
馨
灘
灘
鞍
灘
叢
灘
麟

灘
灘
織
蕪
灘
饗
懸
灘
．
欝
鑛
灘
撚

難
灘
灘
懸
嚢
癒
灘
鱗
灘
灘
麟
。
難

羅
灘
灘
難
懲
鐵
繕
欝
鑓
纏
灘
撚
蘭

灘
縫
難
灘
灘
灘
繕
灘

　
　
　
　
羅
　
　
雛
二

　
　
　
　
欝
　
　
ー

　
　
　
　
　
鱗
　
．
団
■

　
　
　
　
　
灘
灘
．
脳
．
槌

　
　
　
　
　
　
　
ま
ロ

　
　
　
　
　
鰯
鐵
．
雛
．

　
　
　
　
　
羅
鑛
．
難

．
，
　
灘

　
　
　
　
　
　
騒
灘

　
　
　
　
　
　
難
　
襯
．
、

糎
　
、
灘
灘

灘

灘
灘
・
灘
鰯

　
　
　
　
銘
．
、

鍵
麟
謬
．

嚢
騰
・
、
・
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磯
灘

調

襲麟翻灘

躍蟹縫

慧㎜
糊

麗鰍囲圏
〆

劉

　
3
月
1
9
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
で
中
里
村
閉
村
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
雪
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
が
、
式
が
始
ま
る
頃
に

は
太
陽
が
見
え
始
め
、
閉
村
式
典
を
祝
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
式
典
に
は
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

友
好
姉
妹
都
市
の
新
座
市
長
、
近
隣
市
町
村
長
等
約
2
0
0

名
が
出
席
。
消
え
行
く
村
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
村
政
や
福
祉
・
教
育
な
ど
に
貢
献
が
あ
っ
た

方
々
に
功
労
表
彰
、
善
行
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　懲　　　　　　鍵　　　議難
　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　皿　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．』一　　　　　　　　　聯　　　　”　　　一

灘 難

翻
特
別
功
労
表
彰

　
齋
喜
宗
一
郎
、
南
雲
宗
司
、
藤
田
　
博
、

　
江
口
耕
三
、
上
村
晃
一
、
樋
口
和
一

■
感
謝
状

　
樋
口
林
平
、
鈴
木
重
治

昌
村
政
功
労
表
彰

・
自
治
功
労

山
本
進
六
、

鈴
木
正
信
、

藤
田
寿
平
、

羽
鳥
直
嗣
、

藤
田
嘉
寛
、

・
教
育
功
労

保
坂
秀
一

吉
樂
　
雄
、

上
原
　
武
、

涌
井
昌
寿
、

太
島
　
巌
、

阿
部
隆
嗣

・
社
会
福
祉
功
労

鈴
木
一
昭
、
村
山
篤
稔
、

・
交
通
安
全
功
労

石
澤
義
雄

栞
原
清
一
、

鈴
木
善
雄
、

樋
口
寿
次
、

村
山
詔
平
、

栞
原
弘
隆

＜
樋
團
正
和
さ
ん
　
私
は
、
昭
和
3
0
年
、
△
・
併
の
年
の
2
月
に
生
ま

麓
、
榊
璽
村
と
共
建
奮
っ
雇
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
中
里
村

と
共
薩
あ
る
。
そ
う
懇
う
惹
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
が
す
る
ね
。

▼
柳
　
良
二
さ
ん
　
こ
れ
か
5
も
元
気
慧
繕
．
蓼
叢
鰻
愚
．
一
蕪
｝
爽

が
気
持
ち
を
持
っ
て
。
そ
し
て
新
し
い
纈
闘
鍵
蒲
｝
致
翻
縄
欝
黙

と
溶
け
込
め
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
必
要
。

＜
白
倉
増
之
さ
ん
　
火
闘
隊
生
活
の
中
で
、
場
面
を
決
め
る
。
今
回

も
決
翫
の
曇
つ
。
竈
糀
か
鰯
も
様
々
な
場
面
に
出
会
う
が
、
気
持
ち

戴
傾
斜
じ
誕
隊
嚇
鱗
獄
撚
、
自
ら
の
意
思
を
強
く
持
つ
こ
と
。

▼
上
原
ヨ
ネ
子
さ
ん
　
多
く
の
皆
さ
ん
瀞
鶴
霧
糀
諜
羅
の
關
．
謹
藩

労
し
て
も
ら
っ
た
。
「
中
里
村
」
と
い
騒
慧
懸
麟
嚢
懲
馨
鍵
畿
懲
饗

し
残
念
だ
が
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
灘
謬
羅
慧
懸
協
麹
麟
羅
麟
謬

た
い
で
す
ね
。

繍
服
部
彦
醐
懲
粘
　
勲
璽
糧
は
す
ば
ら
し
い
！
景
観
美
に
人
の
ぬ
＜

も
り
。
中
里
か
5
新
市
全
体
の
気
持

ち
を
融
和
し
、
元
気
の
発
信
基
地
と

し
て
行
こ
う
！

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
多
く
の
皆
様
を

ご
招
待
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
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「中里村電今ヨ悶＝受けていた骨一ビス。

　　　　　　新市になったらごう熔るの？』

中思村爵びら見54月びらの

▼し
ー
吟

『中里村で今まで受けていたサービス。新市になったらどうなるの？』そんな質問にお答えします。

4月からの事務サービスの変更点、また、新たに追加されるサービスなどをこ案内します。

他市町で実施されているためサービスが拡大されるなど、合併に伴い新たに実施されるサービスをご案内します。

取扱課 事　　務　　縞 概　　　　要

健康
福祉課

外出支援サービス事業

［対象1要介護3以上と認定され、一般の交通機関を利用することが

　困難な方

…対象者1人につき1年に12枚交付します。ただし、年の途中で対

　象となった場合は、月割りで計算した枚数を交付します。

障害者医療費助成事業
［対象］療育手帳B所持者

…県単助成の1／2償還払い

心身障害者通所補助
［対象】通所施設利用者で公共交通機関を利用している方

…自己負担額の1／3助成

精神障害者医療費助成 ［内容］通院費自己負担額の1／3助成

福祉課 ブックスタート事業 …1歳半健診時に絵本をプレゼントします。

市　民

生活課

外国人配偶者両親等滞在費

助成金交付事業

…十日町市に在住する者の外国人配偶者の両親等が訪日し、十日町市

　に滞在した場合、申請により1名30，000円の滞在費を助成します。

合併協議会での協議の結果、廃止されるサービスは次のとおりです。

取扱課 馨　　務　　名 概　　　　要

民生課

ショートステイ事業

（村単独事業）

介護保険や介護予防・地域支え合い事業で対応できるため事業を廃止

します。

家族介護者ヘルパー受講支援

事業

介護保険事業が3年経過し、ヘルパー数が充足されているため廃止し

ます。ただし、住民二一ズがあった場合にはヘルパー養成研修を検討

します。

高齢者地域支援体制整備・評

価事業（心配こと相談）
在宅介護支援センターや無料法律相談等があるため廃止します。

補装具交付・修理事業 課税状況により算出された自己負担額助成

重度心身障害者見舞金 地域バランスを考慮し廃止とします。

父子手当事業 地域バランスを考慮し廃止とします。

灘

取扱課 馨　　務　　幾 鱗要懸蕃続謬
健康
福祉課

療育手帳住所変更

身体障害者手帳住所変更

更新時期に合わせ住所変更

無理に変更する必要なし（変更希望者のみ）
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次のサービスについては一部変更となります。詳細は各担当課へお問い合わせください。

取扱課 馨務幾 資　　鱗　　前・ 含　　併　　後

自力で屋根雪の除雪が不可能な、おお

おおむね65歳以上の単身世帯、高齢 むね65歳以上の単身世帯、高齢者のみ

軽度生活援助

事業

（雪下ろし

　サービス）

者のみ世帯等に、一冬4回又は5回を限
度として屋根除雪サービスを提供。

◇利用者負担額

　・屋根除雪　1回950円以内

　・雪すけ　　1回950円以内

世帯等で、世帯員全員の市民税が均等割

り以下であり、市内に排除雪等を援助す

る親族がいない者に屋根雪下ろしと玄関

先等の避難路確保に関わる排除雪の援助

額を合わせて33，000円を限度に助成し

・道つけ　　1時間当たり120円 ます。

利用者負担は無くなります。

要介護度3以上の市民税非課税世帯に

属する在宅高齢者で、老衰、心身の障害

おおむね65歳以上の単身世帯、高齢 及び疾病等の理由により、一般の理美容

者のみ世帯等に属する高齢者等で、理美 サービスを利用することが困難な者が対

訪問理美容サー 容院に出向くことが困難な者に、訪問に 象。

ビス事業 よる理美容サービスを行う。 利用者1人につき利用券2枚を限度に

◇利用者負担 交付します。

理美容料金 ◇利用者負担額

理美容料金と出張料金（2，000円）の

差額

おおむね65歳以上の単身世帯、高齢

健
食の自立支援事

者のみの世帯またはこれに準ずる世帯に

属する高齢者並びに身体障害者に対し、

　サービスは週5回を限度に利用できま

すが、平成17年度は中里地域では週1

康 業
（配食サービス）

食の自立に関するアセスメント（評価・

査定）を行った上でサービスを提供。

回とします。

　利用者負担額が1食400円になりま

福 ◇サービス回数　　週1回

◇利用者負担額　　1食　200円

す。

祉 要介護認定で要介護2以上と認定され 要介護認定で要介護3以上と認定された

た者又は身体障害者及び療育手帳の所持 65歳以上の者を居宅で介護している者

課 者で要介護2以上と認められた者を居宅 に支給します。

ねたきり老人等 で介護している者に支給。 ◇支給額

介護手当支給事 ◇支給額 月額5，000円

業 ・要介護2又は3の介護者… ※65歳未満の身体障害者及び療育手帳

月額5，000円 の所持者を在宅で介護している者に

・要介護4又は5の介護者… は、在宅重度心身障害者介護手当が月

月額10，000円 額5，000円支給されます。

おおむね65歳以上の一人暮し高齢者

等で、家に閉じこもりがちな者に日常動

生きがい活動支

作訓練、趣味活動等、利用対象者の希望

及び身体の状況に応じ、きめ細やかなサ
利用者負担額が700円になります。

　・基本事業料　　400円
援通所事業 一ビスを提供。

・給食サービス　300円
◇利用者負担額

919円～（基本料、食事、送迎、入浴、

食材料費）

中里地域 中里に住所のある方が新市内（中里以 中里に住所のある方が新市内（中里以

保育所運営事業 外）の保育所に入所した場合、保育料は 外）の保育所に入所した場合、保育料は

（保育料） 中里の基準で徴収。 入所した地域の基準で徴収します。

中里地域 ・認可保育所　　朝7二45～8＝30 ・認可保育所　　朝7二30～8＝30

保育所運営事業 タ16＝OO～18二15 タ16＝OO～18二30

（延長保育時間） ・へき地保育所　延長保育なし ・へき地保育所　朝8＝00～8＝30

7 広報なかさと平成17年3月25日



取扱課 講務名 含　　併　　前 奮　　併　　後

在宅のねたきり老人並びに身体障害者 在宅において、介護用品を必要とする

手帳所持者及び療育手帳所持者の介護者 高齢者等に対して紙おむつ等給付券を交

に対して、紙おむつの購入経費を助成す 付する。

る。 ◇対象者

◇対象者 要介護認定で要支援以上と認定され、

・要介護認定で要介護度2以上と認定さ かつ施設サービスを受けていない者で、

れた者 常時排泄障害があり、紙おむつ等を必要

・身体障害者手帳及び療育手帳所持者 とする者

◇助成額 ◇助成額

・村民税及び所得税非課税世帯 ・市民税非課税世帯⇒月額6，000円以内

・ゆ月額8，000円以内 ・市民税課税世帯　⇒月額3，000円以内

・村民税及び所得税課税世帯 ◇対象用品

⇒月額4，000円以内 紙おむつ、補助パット

介護用品購入費

支給事業

（おむつ給付）

※購入額が月額2，000円未満の場合は助

　成対象外

◇申請方法

　おむつ給付助成申請書に領収書を添付

◇購入方法

　市長から指定を受けた事業所（指定

　店）で、紙おむつ等給付券と介護用品

　を引き換える。

し提出 給付券に記載された利用限度額を超

健 えて引き換える場合、超えた金額は利

用者の負担となる。

康
※65歳未満の重度心身障害児者（身体

福 障害者手帳1級又は2級を所持してい

る者及び膀胱直腸機能障害のある者、

祉 療育手帳A所持者）に対しては、重度

心身障害児者紙おむつ等購入費の助成

課 がある。

市民税非課税世帯は月額8，000円以

内、市民税課税世帯は月額4，000円以

内を助成

・65歳以下で身体障害者手帳

重度心身障害者

介護手当
介護度により算定。

　1級保持者……月額5，000円

・20未満の身体障害者手帳

2級保持者……月額5，000円

重度心身障害者

交通費
初乗り運賃…12枚

利用料金の1／2

　限度額2，000円
2冊24回分の申請書を交付。

医療機関を起点に自宅までの距離に応

じて毎月支給。

人工透析者交通

費助成
集落による単価

5キロ未満……1，000円

10キロ未満……2，000円

15キロ未満……2，000円

20キロ未満……2，500円

もしくは、2冊24回分の申請書を交付。

村　民　税→6・8・10・1月に期別

納税書の送付
　　　　　に送付
固定資産税→5・7・9・11月に期別

市　民　税→6月に一括送付

固定資産税→5月に一括送付
税務課 に送付

国民健康保険税

賦課
取り扱い担当…税務課 取り扱い担当…市民生活課課

会計課 公金取り扱い 取り扱い担当…会計課 取り扱い担当…税務課

健康
福祉課

母親学級 妊婦または夫・祖父母を対象に村で実施
新市1箇所（十日町市保健センター）で

実施
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繰扱課 ．馨務籟 螢　　懲　　戴 螢　　懸　　後

一一

介護保険料

中里村の介護保険料

（平成15年度～平成17年度）

中里村の介護保険料

（平成17年度）

段階 灘象欝 簿額 段鰭 灘象灘 難額

第1

段階

世帯全員が住民税
非課税で、老齢福
祉年金及び生活保
護受給者の方

17，400円
第1

段階

世帯全員が住民税
非課税で、老齢福
祉年金及び生活保
護受給者の方

19，800円

第2

段階
世帯全員が住民税
非課税の方 26，200円

第2

段階
世帯全員が住民税
非課税の方 29，700円巾

民
生
活
課

第3

段階
本人が住民税非課
税の方 34，900円

第3

段階
本人が住民税非課
税の方 39，600円

第4

段階

本人が住民税課税
で所得金額が200
万円未満の方

43，600円
第4

段階

本人が住民税課税
で所得金額が200
万円未満の方

49，500円

第5

段階

本人が住民税課税
で所得金額が200
万円以上の方

52，300円
第5

段階

本人が住民税課税
で所得金額が200
万円以上の方

59，400円

出産祝金
第3子　　　10万円

第4子以降　15万円
第3子以降　5万円

教
育
委
…
i
…
バ
五
事
務
所

中里総合センタ

ー使用料

使用する部屋・時間により、700円～

1，600円

※減免規定有り

冷暖房費3割加算。営利、営業目的使

用は上記金額の3倍の額。

使用する部屋・時間により、900円～

4，000円

※減免規定有り

冷暖房費は上記料金に含まれます。

営利、営業目的使用は上記金額の3倍
の額。

中里体育館

使用料

糞翻鞭翻 購闇縫織欝

鞭灘 蕪後i 織關
アリーナ（床） 400円

2，700円 3，600円 4，600円
アリーナ（照明） 500円
ステージのみ 200円

※減免規定有り

高道山体育館

使用料

欝翻獲翻 謎騰闘騰懲謬

繋戴， 籍獲 難闘 フロアー
（照明料含む） 350円1，000円 1，500円 2，000円

※減免規定有り

中里グラウンド

使用料
蕪繭 灘後 叢闘 1時間に付き500円

※減免規定有り1，000円 1，000円 1，000円

倉俣グラウンド

使用料
繋戴 繋後 鞍闘 1時間に付き300円

※減免規定有り800円 800円

中里グラウンド

照明施設使用料

謙苺繭 籍後 複闘 1時間に付き6，000円（18＝OO～21二30）

※減免規定有り1，500円／30分

次のサービスについては今まで中里村役場で手続きできましたが、4月以降は十日町市役所本庁で手続きいただ

くこととなります。

願糠課 叢　，務　　繍 螢鎌綾纏、羅i礒融扱麟課

税務課 介護保険料賦課及び徴収 保険年金課
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4員からの

新市『十日町市』

中里支所機構図

　　　お問い合わせ時のお願い

4月から代表番号制を廃止します。お問い合わせの

用件により、直接担当課へお電話ください。

参与 吉楽克之
・中里支所の所管区域内における市政の執行にかかわる調整

・中里地区内のまちづくり計画など、企画立案の助言

・地域住民の意向を反映し支所が執行する事務事業の予算の要求と執行

課局諸
電話番懇

課長・課長補佐i

　　　　繭糊

係　　名

繭網

　　　　　　　　係　　　　藁
“鳳ρ｝β桐ロP回一U曲P噛φ障一｝”r一縣ρ喩一嶋曲顧角一一白｝｛一｝の如曲｝貯嶺鱒一一幽岬｛一幅0卜帰｛一噌一都画｝晦r噌蝋，｝一，ゆ弾鱒Fφ騨曲炉噛一糠一りq一卿P禰貴順牌”頗一一曲帰飾ゆ均曲坤一“卿僻轍P｝階一”P剛一帰曲一財φ編

　　　　　　　　鍵癒薯務

　地域振興課
　763－3111
〈課　　長〉樋ロ秀一
〈参　　事〉富井英雄

　　　　　　口0］

行　政　係
　口3］

〈係長＞参事が兼務　〈主事〉阿部小百合　〈主事＞山田和志

庶務・文書発送、情報公開（受付）、広報（取材）・広聴、統計

自治振興係
　［12］

〈副参事＞江口　登　〈主事＞高橋　剛
一　　一　　一　曽　－　一　一　一　一　一　一　響　一　響　一　　署　一　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　－　一　一　嘗　一　一　一　一　一　一　一　　一　　甲　甲　聯　一　　一　一　一　一　一　－　一　冒　－　薗　一　　一　一　一　需　一　－　騨　r　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　曹　一　一　　曹　一　一　一　一　一　幅　甲　　一　騨　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　薗　曹　一　一　一　一　，　響　一　　甲　　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　－　冒　曽

新市建設計画、地域協議会、市政事務嘱託員、合併証明書

商工観光係
［14H15］

〈係長〉保坂政司　　〈主査＞滝沢　進　　〈主事〉南雲勝巳
一　曹　曽　薗　　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　層　騨　一　甲　甲　　一　一　一　一　　一　－　　一　薗　薗　一　　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　騨　曙　　闇　甲　一　一　一　一　一　一　－　薗　一　一　一　一　一　一　層　一　一　騨　層　　一　辱　甲　一　一　一　一　ロ　薗　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　響　騨　　一　響　罹　騨　一　一　幽　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　　響　響　辱　甲　一　一　一　一　一　一　一　冒　薗　一

観光振興、商工業振興、雇用労働対策・観光施設管理、都市交流

　税務課
　763－2507
〈課　　長〉富井和男
〈課長補佐〉高橋正文

　　　　　［150］

税　務　係
口51］口52］

〈副参事＞滝沢徳治　〈主任〉高橋美子
印　一　一　一　一　一　一　ロ　ー　－　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　”　一　，　一　甲　一　r　一　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　響　一　一　騨　甲　辱　一　一　一　冒　一　－　一　ロ　曹　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　甲　r　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　r　一　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

所得申告、農業所得、固定資産評価、軽自動車ナンバー

収　納　係
　［151］

〈係長＞補佐が兼務　〈主査〉井川　實
層　一　　再　甲　騨　一　甲　一　一　一　一　一　一　冒　薗　階　一　一　一　一　一　　一　　一　一　響　需　響　一　甲　甲　一　甲　　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　一　　一　　一　一　一　一　ロ　ー　罹　騨　甲　甲　一　甲　一　一　一　一　ロ　曽　一　一　一　一　一　一　響　一　　一　騨　辱　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　　一　　一　響　甲　騨　甲　　一　一　一　　薗　一　－　曹　一　　一　　一　一　一　冒　一　　一　一　一　署　胃　甲

税諸証明、収納、税外収入、滞納整理、会計伝票審査

　市民生活課
　763－2513
〈課　　長〉大ロ守一
〈課長補佐〉中嶋　　睦

　　　　　口60］

市　民　係
口62H163］

〈副参事＞高橋チヨ子　〈主事＞石澤由記　　〈主事＞藤田克志
ロ　ー　騨　甲　甲　一　一　一　一　一　』　－　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　響　響　一　甲　一　一　一　一　－　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　響　一　甲　甲　一　一　一　幽　一　一　－　－　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　甲　一　一　一　一　一　一　曽　一　薗　一　一　一　一　一　一　層　一　一　甲　一　一　一　一　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一　響　一　一　騨　騨　甲　甲　一　一　一　一　－　－　一　曽　一　一　－

戸籍、住民基本台帳、印鑑証明、外国人登録、埋火葬許可

保険年金係
　［163］

〈係長〉小柳　勤　　〈主任＞広田洋子
甲　甲　－　一　ー　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　響　甲　一　甲　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　薗　一　一　薗　一　一　一　一　一　冒　ロ　ー　“　響　騨　甲　願　一　薗　一　一　一　－　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　騨　響　甲　一　一　一　－　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　騨　甲　叩　一　一　曹　一　薗　－　一　一　一　一　層　一　一　一

国民健康保険、老人保健、国民年金、児童手当、介護認定申請

生活環境係
　口61］

〈係長〉補佐が兼務　〈主事＞藤木剛史
一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　－　曹　一　一　一　一　一　，　騨　甲　甲　一　一　一　一　一　一　一　畠　曽　一　一　一　一　冒　“　響　甲　甲　一　一　一　一　一　一　一　－　一　曹　曹　9　一　一　一　響　一　甲　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　－　曽　曹　一　一　一　一　層　一　，　甲　甲　甲　一　一　一　一　一　冒　曹　一　一　曽　一　一　一　一　一　一　騨　一　辱　甲　一　一　一　一　一　一　一

防災、災害、交通災害共済、畜犬登録、計量器、環境苦情処理

　健康福祉課
　763－3121
〈課　　長〉鈴木宗雄
〈参　　事〉太島憲一

　　　　　［250］

健康支援係
　［2511

〈係長〉吉楽芳広　〈主査保健師＞樋口洋子　〈主任＞高橋奈津子

〈保健師〉鈴木君加
一　曹　－　一　薗　一　一　一　一　一　層　層　一　甲　一　一　ロ　ー　一　』一　曹　一　一　一　一　甲　一　一　一　一　一一　一　薗　一　一　一　一　騨　ロー　一　叩　甲　一　－　一　曹　薗　一　一　一　一　一　一　一　甲　甲　一　一　一　曹　一　曹　曹　一　一　一　一　一　一　騨　甲　一　一　一　臼　一　嘗　薗　一　一　一　一　一　ロ層　響　層　騨　一　一　一　一　－　薗　一　一　一　一　一　一　9　層　一　甲　一　一　一　－　一　一　曹　一

健康づくり、予防接種、母子・歯科・成人・老人保健、こどもの医療費助成

子育て支援係

　［253］

〈係長〉参事が兼務　〈主任＞滝沢直子
一　薗　嘗　一　一　一　一　一　一　一　層　一　一　騨　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一　層　層　一　響　一　騨　－　ー　り　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　，　騨　噂　一　一　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　需　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　一　層　甲　一　一　－　一　一　臼　一　一　一　一　一　一　響　響　甲　胃　一　一　－　－　一　曹　一　一一　一　一　一　一　榊　冒　騨　甲　一　一　胃　一

子育て支援施策、母子・父子福祉、保育料、民生・児童委員

障害高齢福祉係

［252H253］

〈副参事＞古高　稔　〈主査＞川田　優　〈主事＞山本まりこ
一　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　騨　一　一　嘗　一　働　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　層　騨　甲　一　一　一　臼　一　一　一　一　一　響　一　一　層　響　一　一　一　一　一　一　－　一　一　一　一　一　一　ロ　ー　一　，　一　叩　騨　申　－　畠　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　甲　一　騨　一　一　一　薗　曹　薗　一　一　一　一　冒　一　一　一　響　騨　甲　甲　一　－

身体・知的・精神障害福祉、高齢者福祉全般、生活保護、敬老事業

南保育園
763－2891

〈園長＞桑原テル子　〈副園長〉山田良子　〈主査保育士＞富井正子

〈主任保育士＞五十川百合枝　〈主任保育士〉上村英子

〈給食調理員＞村山イクヨ

貝野保育園
763－2794

〈園長＞太田愛子　　〈主任保育士＞渡辺久美子

倉俣保育園
763－2150

〈園長＞山田生子　　〈主任保育士＞鈴木千恵子

中里保育園
763．2477

〈園長〉佐藤千恵美　〈副園長＞・服部真子　〈主査保育士〉桜沢玲子

〈主任保育士＞渡辺陽子　　〈主任保育士〉藤ノ木博子
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　農林課
　763－2510
〈課　　長〉大島正平
〈課長補佐〉小山正人

　　　　　［50］

農業振興係
［52H53］

〈副参事＞樋口勝人　　〈主任＞江口直美　　〈主事＞数藤貴光

〈主事＞富井由幸
一甲一『　一　一一一一一一一一　曹一一冒一一　一冒一一一　一一一一甲一｝甲甲騨　一一一ロー　一一一一薗一曽曹－一一一一一　－一一一　甲一一一騨一一9一響一一一一一　一曹一嘗塵－　一一一一一一一一甲一一騨一響　喩榊罹冒一一一一薗一冒一一一　一一一一一一一一　一

農業振興地域整備計画、生産調整、稲作、園芸、畜産振興、水産業、

農業委員会事務所

農地林政係
　［51］

〈係長〉補佐が兼務　　〈主任＞阿部利浩　　〈主事＞斎喜　直

農地農業用施設、林業施設整備・維持管理、造林、施設の災害復旧

　建設課
　763－2512
〈課　　長〉吉楽高義
〈課長補佐〉樋ロ正博

　　　　　［260］

建　設　係
［261H262］

〈係長＞吉楽重敏　　　〈主査＞桑原　茂

道路・河川の占用、払下げ申請、境界確認、立会い、各種工事の設計・管理

克雪維持係
　［2611

〈係長＞補佐が兼務　　〈主任＞広田達巳

道路除雪、消雪パイプ消雪溝工事、維持管理、土木災害復旧、原材料支給

　上下水道課
（中里水道事務局）

　763－2514
〈課　　長〉南雲市郎
〈課長補佐〉高橋孝一

　　　　　［270］

庶　務　係
　［272］

〈副参事＞補佐が兼務　〈主事＞川田宗幸

上下水道料金収納、給水装置開閉栓、水道メーター、負担金・分担金徴収

事　業　係
　［271］

〈係長〉鈴木孝幸　　　〈主任＞羽鳥良夫

上下水道施設工事設計、監理、給水装置工事、上下水道施設維持管理、

排水設備工事、浄化槽

　教育委員会事務所

　　763－2493
〈事務局長〉地域振興課長が併任

〈次長〉村山路休　　〈主任＞樋口具範　　〈主事〉桑原善雄

学校使用（申請書交付）、生涯学習事業、社会教育施設使用許可、講座、

スポーツ大会、スポーツ教室

倉俣診療所　　　763－2147 〈所長＞大石　晋　　〈主事＞服部　勲

中里歯科診療所　763－2488 〈所長＞上原重親　　〈主任歯科衛生士＞喜多秀子

田沢小学校　　　763－2018 〈給食調理員＞鈴木キミ子　〈管理員＞樋口清和

中里中学校　　　763－3128 〈給食調理員〉小林和子　　〈管理員＞斎藤勝久

選挙管理委員会事務所局中里事務所

　〈事務局長〉地域振興課長が併任

地域振興課職員が兼務

期日前投票、不在者投票、投票事務

※参事・副参事の役職は省略しています。

本庁へ異動する中里村職員

樋口秀雄（農林課課長）、鈴木久雄（市民生活課課長）、桑原一男（教育委員会事務局・情報館館長）、広田

孝（観光交流課参事兼観光振興係担当）、広田公男（総合政策課課長補佐兼行革協働係長）、村山　博（建設課監

理係副参事兼係長）、大嶋正司（保険年金課年金係副参事兼係長）、広田政夫（税務課土地資産税係副参事兼係

長）、井ノ川重幸（下水道課庶務係副参事兼係長）、清滝満夫（財政課管財係自動車運転手）、鈴木正志（税務課

管理収納係主査）、川田由美子（市民生活課生活環境係主査）、高橋一郎（財政課管財係主査兼国体準備室主査）、

高野よし子（福祉課子育て支援係主査栄養士）、滝沢栄子（会計課出納係主査）、滝沢佳子（健康支援課母子保健

係主任保健師）、山本勝利（議会事務局議事係主任）、富井　悟（克雪維持課維持管理係主任）、笠井洋祐（教育

委員会事務局・文化財課文化財係主事）、南雲京子（保険年金課国保係主事）、阿部良徳（農林課農地整備係主事）、

南雲　龍（総務課広報広聴係主事）、佐藤　孝（水道局建設係主事）、服部令子（福祉課鐙島保育所園長）、山本

恵美子（西保育所主任保育士）、井ノ川ゆかり（千手保育園主任保育士）、廣田　暢（福祉課援護係主事）

※役職は一部省略しています。

十日町市から中里支所へ異動する職員

大口守一（市民生活課課長）、高橋孝一（上下水道課課長補佐兼庶務係長）、井川　實（税務課収納係主査）、

数藤貴光（農林課農業振興係主事）、桜沢玲子（中里保育園主査保育士）、上村英子（南保育園主任保育士）

※桜沢主任保育師は川西町から異動

退職者
村山扶佐子（企画観光課副参事兼商工観光係長）、池田千枝子（民生課福祉係主任）

退職派遣

江村　清（建設課課長補佐）→十日町広域事務組合南分署へ
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※このレイアウト図は予定ですので、若干の変更がある

　場合があります。

1階市民生活課・税務課

大ロ課長II中嶋補佐

　
　
　
　
　
　
市
民
係

課活
高
橋
副
参
事

生民
藤
木
主
事

市
生
活
環
境
係

富井課長　　高橋補佐

　　税務課

税
務
係

石
澤
主
事

藤
田
主
事

小
柳
係
長

広
田
主
任

保
険
年
金
係

滝
沢
副
参
事
　
高
橋
主
任

井
川
主
査

収
納
係

難

←入口

2階健康福祉課・上下水道課・建設課

鈴木課長II太島参事南雲課長 高橋補佐

健康福祉課上下水道課

健
康
支
援
係

樋
ロ
主
査

保
健
師
　
　
鈴
木
保
健
師

吉
楽
係
長
　
高
橋
主
任

事
業
係

羽
鳥
主
任

鈴
木
副
参
事
　
川
田
主
事

　
　
　
　
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
子
育
て
支
援
係
離

川
田
主
査
　
滝
沢
主
任

古
高
副
参
事
　
山
本
主
事

障
害
高
齢
福
祉
係

樋ロ補佐 吉楽課長

建設課

建
設
係

吉
楽
係
長

桑
原
主
査

広
田
主
任

村
山
臨
職

克
雪
維
持
係
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保健セン勺一

1階農林課

農業振興係
（農業委員会事務所）

小山補佐 大島課長

入口→

農地林政係

江ロ主任 数藤主事

福原臨職 富井主事富井主事　樋ロ副参事

阿部主任

藤ノ木臨職 斎喜主事

ノ

2階

地
域
振
興
課

富
井
参
事
　
樋
ロ
課
長

行政係

江
ロ
副
参
事

山田主事 阿部主事

高橋主事 桑原臨職

自治振興係

　　　1匡コ［コ

　　　【コ［コ

口入
↓

保
坂
係
長

滝沢主査

南雲主事

商工観光係

村山臨職

吉楽参与

総旨セン勺一 入口→

体協

小巻沢臨職

体協

吉楽臨職

桑原主事 村山次長

樋ロ主任 公民館長
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諸

　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　一　　㎜　　　　　　　　離卿　　　　　　　　　　　　　講鰯総・

灘

　　．簸　　催㈱．幽一卿

仰

　
合
併
を
目
前
に
し
て
、
中
里
村
と
し
て
は
最

後
の
定
例
村
議
会
が
3
月
1
4
日
に
招
集
さ
れ
、

29

日
ま
で
の
1
6
日
問
の
会
期
で
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

　
1
日
目
の
1
4
日
は
村
長
の
行
政
報
告
の
後
、

4
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
豪
雪
対
策
、

閉
村
と
新
市
の
展
望
、
震
災
と
十
日
町
病
院
問

題
等
に
つ
い
て
村
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
合
併
に
伴
う
内
容
を
中
心
と
し
た
専

決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
が
4
件
、
条
例
改
正

4
件
、
事
務
委
託
の
廃
止
8
件
、
合
併
協
議
会

の
廃
止
1
件
、
補
正
予
算
6
件
、
組
合
規
約
の

改
正
2
件
、
土
地
開
発
公
社
定
款
の
改
正
1
件
、

請
願
・
意
見
書
そ
れ
ぞ
れ
1
件
の
審
議
が
行
わ

れ
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
1
5
日
は
、
本
会
議
で
は
補
正
予
算

1
件
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可
決
、
全
員
協
議

会
で
は
高
速
通
信
体
系
整
備
事
業
と
1
7
年
度
の

新
市
予
算
案
と
条
例
案
の
概
要
説
明
及
び
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
3
日
目
は
、
3
月
2
9
日
に
開
催
し
、

基
金
条
例
の
改
正
と
補
正
予
算
、
組
合
規
約
の

改
正
等
の
審
議
を
行
い
閉
会
し
、
5
0
年
間
の
中

里
村
議
会
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
政
報
告

　
村
長
は
行
政
報
告
の
中
で
清
津
川
水
利
権
更

新
問
題
（
東
京
電
力
が
清
津
川
か
ら
取
水
発
電

後
に
魚
野
川
に
放
流
し
減
水
し
て
い
る
問
題
）

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
「
昨
年
、
東
電
の
回
答
が
出
た
が
と
て
も
受

け
入
れ
ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
は
な
く
、
即
刻

拒
否
の
意
思
を
伝
え
納
得
の
い
く
返
答
を
求
め

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
進
展
し
な

い
の
で
東
電
回
答
を
踏
ま
え
て
試
験
放
流
を
2

年
か
ら
3
年
実
施
し
河
川
環
境
等
へ
の
影
響
を

確
認
し
て
か
ら
態
度
を
決
定
し
た
い
。
そ
れ
ま

で
は
水
利
権
は
、
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
ほ
し

い
。
」

　
現
行
水
利
権
の
維
持
を
主
張
す
る
魚
野
側
流

域
に
対
し
て
は
、
「
県
に
調
整
を
お
願
い
し
て

き
た
が
、
県
は
互
い
に
話
し
合
っ
て
決
め
て
も

ら
え
な
い
か
と
い
う
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。

こ
ち
ら
の
一
方
的
な
話
で
は
進
ま
な
い
の
で
魚

野
側
流
域
の
首
長
に
個
別
に
会
っ
て
協
力
要
請

し
て
き
た
。
3
月
2
5
日
に
は
県
が
中
に
入
っ
て

魚
沼
市
の
井
口
市
長
と
の
3
者
会
談
を
設
定
し

て
い
る
。
」

　
合
併
後
に
つ
い
て
は
「
新
市
に
お
い
て
も
今

の
組
織
（
清
津
川
流
水
問
題
懇
談
会
）
を
そ
の

ま
ま
継
続
し
て
い
き
た
い
。
」

一
般
質
問

　
一
般
質
問
は
4
名
の
議
員
か
ら
次
の
項
目
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
善
雄
議
員

・
十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
期
成
同
盟
会
に
つ
い
て

・
国
道
3
5
3
号
小
原
バ
イ
パ
ス
推
進
委
員
会

に
つ
い
て

・
本
年
の
豪
雪
対
策
本
部
設
置
に
つ
い
て

・
合
併
に
伴
う
支
所
の
特
別
職
、
参
与
（
助
役
）

に
つ
い
て

・
中
里
村
役
場
（
支
所
）
建
設
に
つ
い
て

山
本
進
六
議
員

・
合
併
と
住
民
の
意
見
に
つ
い
て

・
中
里
の
良
さ
に
つ
い
て

・
村
の
行
事
等
に
つ
い
て

・
村
の
半
世
紀
に
つ
い
て

・
新
市
の
展
望
に
つ
い
て

小
柳

司
議
員

・
合
併
と
住
居
表
示
に
つ
い
て

・
行
政
改
革
に
つ
い
て

・
地
震
と
復
旧
に
つ
い
て

・
十
日
町
病
院
移
転
と
位
置
に
つ
い
て

鈴
木
和
雄
議
員

・
県
立
病
院
問
題
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

　
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
善
等
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
」
の
請
願
は
、
中

越
大
震
災
に
お
け
る
住
宅
本
体
の
再
建
支
援
と

商
工
業
者
の
店
舗
や
工
場
、
農
家
の
作
業
場
や

農
機
具
等
損
壊
に
対
す
る
公
的
支
援
（
直
接
補

償
）
制
度
の
改
善
・
拡
充
を
求
め
る
も
の
で
、

採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
関
係
大
臣
宛
に
提
出
し

ま
し
た
。臨

時
議
会
開
催

　
2
月
1
4
日
に
1
7
年
度
第
一
回
臨
時
会
が
招
集

さ
れ
、
中
里
村
地
域
振
興
基
金
の
制
定
や
補
正

予
算
等
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
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補助事業のお知らせ 補助助の内容が変わりましたのでお知らせします。

　生ごみの自家処理を促進し、一般家庭か

ら排出される廃棄物の減量化および資源化

を図ることを目的に、生ごみ処理容器の購

入に対し補助を行ないます。生ゴミを堆肥

化し家庭菜園や花作りに活用することによ

り、ゴミの減量化を推進しましょう。

麟補助対象品…コンポスト容器、密閉式容器、電動式処理容器

馨補助率…
　購入価格が1万円以下＝2分の1補助で上限3，000円

　　　　　1万円以上一3分の1補助で上限　3万円
　（補助金の額に100円未満の端数を生じた場合は切り捨てる）

・補助対象…1箇所につき5万円以上の施設　　　　　　　　　　　道路沿いなどに花を植栽し、環境美化に取り

・補助率…設置費の2分の1補助で上限7万円（補助金の　　　　組む団体に花の苗を支給します。

額に1，000円未満の端数を生じた場合は切り捨てる）　　　　　　希望される団体は4月28日㈹までに申し込ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でください。

　暑みカレンダーの配布
平成17年度のごみカレンダーを各家庭には衛生推進員を通じ配布します。

事業所の方はお手数でも直接取りに来てください。

潮　園 嚢　　　場 騰　　關

4月12日（火）

宮中集落センター 9：20～9：35

1日　土　倉　分　校 10：00～10：05

倉下冬期管理センター 10：10～10：15

おもやドライブイン 10：25～10：35

東田尻集落センター 10：40～10：45

白羽毛ふれあいセンター 10：55～11：05

東田沢集落センター 11：15～11：20

田沢ノゲの車庫前 11：30～11：45

田代集落センター 13：30～13：35

下　山　神　社　前 13：40～13：45

重地集落センター 13：50～13：55

倉俣集落センター 14：05～14：15

総　合　セ　ン　タ　ー 14：25～15：20

5月8日（日） 津　南　町　役　場 13：15～14：00

平成17年度犬の登録・狂犬病予防注射日程表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今後郵送する「狂犬病予防注射のお知らせ」がその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まま申請書になります。必用事項を記入、押印して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘れずに持参してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・4月12日左記会場、5月8日津南町役場以外では受

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けることができません。（集合注射以降は動物病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で受けることになります。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・手数料　新規　6，100円（登録料3，000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注射料金2，550円　注射済票550円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継続　3，100円（注射料金2，550円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注射済票550円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・動物愛護協会に入会を希望する方は、1，000円が必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・犬が首輪抜けしないようにして、犬を制御できる人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が連れてきてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・犬にシャンプー等をして清潔にしてきてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※申請書に必用事項を記入して持参する、おつりのい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らないよう細かいお金を用意していただくことによ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り注射がスムースに行なえますのでご協力をお願い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　します。

☆飼い犬に異動があった方は至急環境課に届出ないし連絡をして下さい。

◆問合わせ先中里村役場環境課・環境係　盈763－2514（内線271）

　　　　　　　（4月以降は市民生活課生活環境係）

15 広報なかさと平成17年3月25日
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ながさ老
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甲
r
エ
ツ
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響
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
一

魎
　
　
　
　
冒

し
　
　
　
　
　
　
　
冒

￥

坐愈

ひ
叢
わ
り
弁
当
い
り
ま
せ
ん
か
～
！

環
野
那
5
年
生

自
分
で
作
つ
た
米
を
弁
当
に
し
て
販
亮

　
3
月
2
3
日
伽
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

で
は
貝
野
小
学
校
の
5
年
生
が
、
自

ら
育
て
た
お
米
で
作
っ
た
「
ひ
ま
わ

り
弁
当
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
こ
の

お
弁
当
は
、
子
供
た
ち
が
中
里
村
の

欝

騰

郷
土
料
理
を
も
と
に
、
組
み
合
わ
せ

を
考
え
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
自
分

で
作
っ
た
お
米
で
作
ら
れ
た
弁
当
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
販
売
に
も
気
持

ち
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。
お
弁

　
　
当
を
販
売
し
た
羽
鳥
俊
一
く
ん

　
　
は
「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
買
っ
て

　
　
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
並
ん

　
　
で
も
ら
っ
た
の
に
買
え
な
い
人

　
　
が
い
た
の
は
残
念
。
」
と
話
し

　
　
て
い
ま
し
た
。
お
弁
当
の
販
売

　
　
は
3
5
食
の
限
定
品
。
こ
の
弁
当

　
　
を
買
っ
た
南
雲
ト
モ
イ
さ
ん
は

　
　
「
孫
が
作
っ
た
米
が
入
っ
た
弁

　
　
当
。
春
の
田
植
え
か
ら
一
生
懸

　
　
命
や
っ
て
い
た
の
を
知
っ
て
い

　
　
る
の
で
、
な
お
さ
ら
楽
し
み
。
」

　
　
と
お
弁
当
の
味
わ
い
を
楽
し
み

　
　
に
し
て
い
ま
し
た
。

温
泉
マ
ナ
ー

ポ
ス
タ
ー

入
選
者
表
彰

　
3
月
紹
園
㈹
．
箋
誹
》
癒
が
さ

と
で
は
、
温
泉
マ
糞
ー
ポ
ス
タ

ー
の
入
選
者
表
彰
が
行
獅
犠
讃

し
た
。
こ
物
は
温
泉
快
適
他
誹
繭

の
第
4
弾
と
じ
羅
歪
圃
さ
雑
提
懸

の
驚
．
嚢
つ
の
テ
ー
窯
縫
そ
雑
緯

為
3
作
晶
が
戴
選
じ
謙
態
驚
。
懸

の
う
ち
の
一
つ
に
戴
選
磁
灘
樋
圓

夏
輝
さ
ん
は
甥
う
糀
じ
儲
。
難
隷

ン
の
お
湯
は
濃
ま
る
が
ら
好
き
、
』

と
話
じ
て
い
ま
じ
だ
¢

ま
さ
に
手
作
り
〃

田
沢
第
一
地
区
振
興
会

「
雪
あ
そ
び
」

　
3
月
1
3
日
㈲
、
な
か
さ
と
清
津
ス

キ
ー
場
で
第
一
地
区
振
興
会
の
「
雪

あ
そ
び
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
前
日
の
悪
天
候
が
嘘
の
よ
う
に

晴
れ
、
太
陽
の
下
、
子
供
も
大
人
も

一
緒
に
な
っ
て
雪
の
上
で
、
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回

で
4
回
目
。
も
ち
つ
き
や
宝
探
し
で

親
交
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

．
雪
国
価
験

　
新
座
市
・
中
里
村

　
　
　
　
　
ス
ポ
小
交
歓
会

　
3
月
1
2
日
・
1
3
日
と
新
座
市
・
中

里
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
間
の
中
で
は

ス
キ
ー
で
の
交
流
が
す
す
め
ら
れ
ま

し
た
。
1
2
日
、
あ
い
に
く
の
天
気
で

し
た
が
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
で
の
た
い

ま
つ
滑
走
に
も
参
加
し
、
カ
ー
ニ
バ

ル
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
2

日
問
を
終
え
た
子
ど
も
は
「
雪
国
の

辛
さ
と
楽
し
さ
を
一
度
に
経
験
し

た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

施
薩

撰
欝

‘

暴
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　　　　　　　　鱗
臨灘畿雛繍鐵灘蹴

『
1
灘
繋
難
難 灘灘灘繋難黙灘鞭i欝蕪灘鑛麟調灘騰

　鍵鐵纏・繊鐵灘離灘顯灘辮ミ馨灘灘麟欝織灘繊縫灘繊灘麟灘叢

・嬢羅鑛羅1鵜顯懸織醗灘繋霧懇難錘雛

灘鍵墾霞灘難薫麟諜．雛灘懸墾難麟灘懸難灘纏鑛麟綴難馨羅き

　蕪．蕊謹灘獲嶽謹欝欝顯羅鍵縫叢i欝購籔嚢騨嬢難難繋難羅

　欝謙麟麓．懸麟蒸．齢灘㈱鰹i㈱i蒸蟹菊⑳麺蕪懇1灘灘璽i繍

　鯛悉叢輝繍麺騎諜撲、

　4月の購一蝦榊塁誉灘ら◎墜」響懸．4月中旬の星空と、

　特集「宇菌への旅6嗣0⊂醐がら輸0億光年へ～」をお送り

　します。　皆さまのご来場をお待ちしています。

★定期投影4月3日・10日・17日・24日
　　　　（毎週日曜日）※29日（日）の投影はありません。

　　　　午前11＝OO～11二45
　　　　・会場ユーモール2階
　　　　・入場料　中学生以下100円・一般200円
★ミュージック・プラネタリウム

　　　　・日　時　4月23日（土）午後7二30～
　　　　・内　容　「ドラマ主題歌」特集
★連絡先　中里村教育委員会盈763－2493（中里村公民館）

　　　　ユーモール盈763－2414（土・日曜・祝日）
★ホームページ　http：／／www．tiara．orjp／一nabe／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彊

☆上村病院（小児科）で行う個別接種方式に！

　平成17年度の中里支所の麻しん・風しん予

防接種は、集団接種から個別接種に変更にな

　ります。1歳を過ぎたころ上村病院の窓口の

受付機で直接申し込みください。なお、風し

んは、麻しんの接種後となります。

☆上村病院以外で接種を受けたい方

　上記の場合は、春秋年2回支所で申し込み

　を受けて、本人に通知する形となります。

　春期は、平成17年5月1日現在で1歳に達
　した幼児が対象です。春の受付期問は、4月

　1日働～14日㈲です。希望者は、母子手帳を

持参の上、中里支所健康支援係（旧中里村役

場2F）までおいでください。

◆保健衛生係　江ロ　忠763－3121

　（4月以降…健康福祉課健康支援係）

◆乳幼児身体測定・健康相談

・4月5日（火》保健センター　9：30～11：00受付

◆ポリオ（小児まひ）

・4月13日伽　総合センター13：30～14：00受付

◆遊びの教室

・4月19日（幻　総合センター　9：30～10：00受付

◆健康なんでも相談室

・4月26日（幻　総合センター　9：00～11：00受付

㊥　　　　　　　　　　　　　　　㊥　行政相談員の“ご存じですか？”圃

　寒さが続きなかなか春の気配が感じられない今年ですが、花粉症

の人達にとっては少しホッとするのも正直なところでしょうか。

　さて、今月号で広報“なかさと”も最終となりました。短期問で

はありましたが紙面を割いて行政相談の周知、宣伝等をさせてもら

いお礼を申しあげます。

　国への行政苦情は、全国どこからでも同一番号の

　　電話0570－090110にどうぞ
　　　　　　　　　　　　　　　（上原昌子）

織
鰭
に
よ
る

灘
曲
覆
だ
れ
に
こ
注
意
〃

　
県
内
で
は
気
温
の
上
昇
お
よ
び
ま
と
ま

っ
た
雨
に
よ
り
、
土
砂
災
害
や
な
だ
れ
の

発
生
し
や
す
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
解
け
が
進
み
ま
す
の
で
河
川

の
増
水
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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遙
辮
の
幽
叢
馨
・
議
題
麟

謹
趨
繕
慧
雛
護
麟
蒙
懸
懸
類
謙
麟
諜

越
鑓
の
驚
．
精
報
捲
齢
寄
懸
《
耀

毒
麟
．
鐵
報
紙
難
翻
燈
灘
麟
篶
懸
磁

ぱ
．
癒
政
驚
懲
嶽
《
．
撰
鑑
の
紫
叢

駕
麓
態
痛
感
磁
羅
騨
蕎
聯
圏
護
の
頃

響
談
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

【
－
訂
正
と
お
詫
び
】

　
広
報
な
か
さ
と
3
月
1
0
日
号
8
ぺ
ー

ジ
目
に
て
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
の
記
事
）

　
誤
　
志
田
翔
紀
　
↓
正
　
志
田
将
紀

（
ス
ク
ラ
ム
2
0
0
5
の
記
事
）

　
誤
　
桐
生
利
紀
く
ん

　
　
　
　
　
　
↓
正
　
桐
生
俊
紀
く
ん

（
ス
ク
ラ
ム
2
0
0
5
の
写
真
説
明
）

　
誤
　
手
前
の
右
か
ら

　
　
　
　
　
　
↓
正
　
手
前
の
左
か
ら
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ま
ヵ
　
　
　
　
の
矛
く
タ
ー

窟
灯
《

　
い
よ
い
よ
輝
か
し
い
伝
統
と
歴
史
を
持
っ
た
中

里
村
が
閉
村
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
閉
村
は
、
村
民
の
皆
様
が
地
域
の

発
展
の
た
め
合
併
や
む
な
し
と
選
択
し
た
結
果
と

は
承
知
し
な
が
ら
も
、
長
い
間
親
し
ん
だ
中
里
村

の
名
前
が
な
く
な
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
寂
し

さ
が
胸
中
を
染
め
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
中
里
村
は
、
昭
和
3
0
年
3
月
31
日
に
旧
田
澤
村

と
旧
倉
俣
村
が
合
併
し
、
翌
31
年
4
月
津
南
町

と
一
部
境
界
変
更
、
同
年
9
月
3
0
日
旧
貝
野
村

と
合
併
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
総
面
積

1
2
8
・
9
7
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
当
時
の
総

人
口
は
9
、
8
0
0
余
名
で
あ
り
ま
し
た
。
大
河

信
濃
川
が
村
の
南
部
を
横
断
し
て
流
れ
、
清
流
清

津
川
は
、
村
を
南
北
に
縦
断
し
て
信
濃
川
に
合
流

し
て
い
ま
す
。
標
高
2
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
苗

場
連
山
を
は
じ
め
自
然
に
富
み
、
河
川
の
両
岸
に

は
河
岸
段
丘
地
が
発
達
し
、
日
本
一
の
豪
雪
地
帯

で
あ
り
、
典
型
的
な
中
間
山
地
帯
を
形
成
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

彪

ま
す
。

　
中
里
村
の
5
0
年
の
歴
史
は
、
人
と
自
然
と
の
闘

い
で
あ
り
自
然
と
の
共
存
関
係
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
昭
和
3
0
年
代
は
、
国
の
食
糧
増
産
政
策
に
基
づ

き
、
国
営
開
拓
事
業
を
取
り
入
れ
、
広
い
原
野
を

切
り
開
き
、
村
民
は
農
地
の
拡
大
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
ま
た
、
義
務
教
育
の
充
実
の
た
め
校
舎
は

じ
め
、
教
育
施
設
の
整
備
や
保
育
施
設
の
整
備
に

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
昭
和
4
0
年
代
は
、
村
の
中
心
地
域
に
簡
易
水
道

の
布
設
が
な
さ
れ
、
村
民
の
生
活
が
大
き
く
改
善

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
に
な
る
と
、
「
森
上

遺
跡
」
が
発
掘
さ
れ
、
住
居
跡
や
膨
大
な
石
器
と

火
炎
型
遺
跡
が
出
土
し
、
そ
の
後
も
度
々
貴
重
な

遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
当
村
は
縄
文
遺
跡
の
宝
庫
で

あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
8
月
の
「
宮
中
橋
」
の
竣
工
は
、
貝

野
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
は
合
併
以
来
の
宿
願
が

叶
え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
5
5
年
に
「
清
津
峡
橋
」

の
完
成
、
昭
和
5
6
年
に
は
国
道
3
5
3
号
線
「
十
二

峠
ト
ン
ネ
ル
」
、
「
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
」
の
開
通
な

ど
に
よ
り
、
地
形
の
悪
条
件
を
克
服
し
、
村
は
飛

躍
的
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
昭
和
5
9
年
2
月
9
日
に
起
き
た

清
津
峡
な
だ
れ
災
害
は
、
尊
い
人
命
遜
糞
灘
．
．
鞭

民
を
失
意
の
底
に
突
き
落
と
し
蝶
鐵
縫
．

　
昭
和
6
0
年
4
月
に
は
待
望
の
村
繭
馨
購
懸
藤
撚

統
合
し
、
新
生
「
中
里
中
学
校
」
騨
、
講
糠
灘
麹

成
と
と
も
に
開
校
し
ま
し
た
．
昭
和
磯
集
騰
雛
懇

っ
た
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ど
の
簸
灘
耀
．
緩

に
中
里
同
名
町
村
交
流
や
、
嫌
蛛
都
講
繊
誕
盤
鐵

と
発
展
し
ま
す
。
昭
和
6
3
年
K
月
鱗
域
農
選
，
鶏
欝

俣
大
橋
」
の
完
成
に
よ
り
、
倉
俣
地
区
の
難
難
懲

村
の
中
心
地
と
至
近
の
距
離
と
な
り
燐
灘
難
諜
灘

と
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
」
の
時
代
に
入
っ
て
が
窃
磁
、
　
懸
麟
欝

さ
ら
な
る
希
望
が
開
花
し
た
欝
俄
灘
灘
鋤
諜
欝

た
。
生
活
面
で
は
「
清
津
峡
大
橋
瞬
．
纐
飛
潔
道
鞭
設
麟

が
完
成
し
ま
し
た
。
「
ユ
ー
モ
菰
羅
臨
醗
鍵
蹴
ぽ

中
里
村
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
叢
懇
癒
馨
観
灘

施
設
と
し
ま
し
て
、
温
泉
施
設
「
ミ
羅
ン
な
類
懸

と
」
、
「
ゆ
く
ら
妻
有
」
の
オ
馨
プ
ン
、
藩
鰯
溝
灘

峡
「
渓
谷
歩
道
ト
ン
ネ
ル
」
オ
璽
謎
灘
懸
．
叢
慧

し
く
農
業
と
観
光
の
村
づ
く
り
を
園
繕
懲
羅
鞭
難

中
里
村
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
隷
趨
麟
麟
施
護
鞭

次
々
と
完
成
し
て
い
き
ま
し
た
、

　
こ
の
よ
う
に
し
て
村
民
の
ご
理
解
匙
鰯
難
灘
漢

り
村
は
大
き
く
発
展
し
て
参
り
ま
し
驚
．
購
陰
灘

に
て
、
五
十
年
に
し
て
村
の
基
礎
づ
滅
鱗
醸
識
矯

構
築
さ
れ
た
も
の
と
確
信
い
た
し
叢
鷺
ゆ
新
繭
鷲
講

日
町
市
」
に
お
い
て
中
里
村
は
．
自
黙
資
源
や
農

業
を
生
か
し
た
周
遊
型
観
光
地
塾
し
期
持
さ
れ
懇

お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
中
里
村
の
運
営
に
格
別
癒
る
謬
麓
醗
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
深
甚
壕
藩
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
麓
、
皆
様
の
鑓
鍵

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
次
第
響
饗
齢

雛
　
　
難

鰭
鵬

幽

霧
籔

麗

難

麹

　　　　　燃

　　　　霧　　　　醸

　　　霧
　　講　　難

　灘

踊

鰐

灘

鰯
蕪
灘難

・

叢
難
、

藻難

蹴

騨　
　
鰍

　
奉
　
　
　
　
　
珊

き舞
　
　
灘
縦

騰購

騒

難

嚢
認
　
灘
㈱

闘

酷

　
　
　
羅
　
　
雛

臨
　
難
灘
蕪
霧
　
陣

撫

晒

簾難簸綴

　　賜　　稀　嘱　衡鞭勲㍑

・
　
難

　
覇

　　繍　糊競

縣

　
　聾

難

　
概　

　
　
　
搦

　
　
　
　
髭

　
　
　
　
蕪

　
　
　噛

魏
、

　
　
　
　
難

　
　
　
　
鐘

　
み
　
　
　
　
　

　
、
　
難
、

駕



顯雛

灘
鞭
灘

　
　
　
欝
　
　
難
　
　
鶴

櫛
　
　
揮
諜
鷲

號 　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦

　
・
　
鱗
鰯
欝

　
　
　
　
既

　
　
　
　
　
霧

　
　
　
雛
腰

　
　
　
　
　
　
囎

講
翰

／
、
澱
蝶
、
瀦

　
　
　
　
ダ

懲
　
』
　
奪
一

申
里
村
議
会
議
長

蜜　　　　幾

三擁・　二　　　一　・甲　・隊　　撒難

馳撒

　
鰻
葬
ぶ
強
璽
叢
欝
灘
懸
り
、
未
だ
に
2
m
を
越

え
る
積
雪
の
虫
．
講
成
欝
年
3
月
31
H
閉
村
と
な

り
ま
す
。

　
村
制
施
行
5
0
年
の
大
き
な
節
目
の
年
に
、
発
展

的
に
閉
村
し
て
、
目
前
の
4
月
1
日
、
新
生
「
十

H
町
市
」
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　
当
村
の
歴
史
を
顧
み
る
と
、
田
沢
村
と
倉
俣
村

が
合
併
し
、
1
年
後
貝
野
村
が
分
村
し
て
加
わ
り
、

以
後
、
今
日
ま
で
そ
の
姿
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
昭
和
30
年
か
ら
4
0
年
代
は
、
終
戦
後
の
国
土
復

無
愚
契
機
に
社
会
経
済
の
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た

時
代
で
あ
り
、
当
地
で
も
十
日
町
織
物
の
隆
盛
に

山
少
脅
、
角
太
師

よ
っ
て
数
軒
の
織
物
工
場
が
活
況
を
呈
し
、
人
々

の
暮
ら
し
や
、
周
辺
の
環
境
も
人
き
く
変
わ
っ
て

ゆ
く
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
、
地
方
も
含
め
た
経
済
活
況
の
潤
い
と
共
に
、

村
財
政
も
年
々
上
昇
し
、
各
種
の
事
業
が
計
画
さ

れ
導
入
さ
れ
た
時
節
で
あ
り
ま
し
た
。

　
広
大
な
段
丘
を
活
用
し
た
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
、
国
道
1
1
7
号
、
3
5
3
号
、
県
道
、
村
道

等
の
道
路
整
備
、
各
小
巾
学
校
の
改
築
、
役
場
庁

舎
等
、
数
々
の
事
業
が
実
施
さ
れ
住
民
の
日
々
の

生
活
面
で
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　
反
面
、
高
度
経
済
成
長
が
進
む
に
つ
れ
、
都
市

へ
の
人
口
流
出
が
始
ま
り
、
爾
来
、
今
日
の
少
子

化
等
の
影
響
で
、
合
併
当
時
9
千
9
0
0
人
程
の

人
口
も
、
現
在
6
千
3
0
0
人
と
な
り
、
30
％
余

り
減
少
し
ま
し
た
。

　
昭
和
5
0
年
か
ら
6
0
年
代
は
順
調
に
推
移
し
、
良

き
時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
る
と
同
時
に
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
未
曽

有
の
景
気
低
迷
が
長
く
続
い
た
結
果
、
国
県
、
地

方
自
治
体
共
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
り
ま
し

た
。　

こ
の
間
、
当
村
の
観
光
面
で
は
、
清
津
峡
歩
道

ト
ン
ネ
ル
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
の
竣
工
、
福
祉
面

で
は
特
養
ホ
ー
ム
七
川
荘
を
建
設
し
て
、
着
実
に

住
民
二
ー
ズ
に
対
応
し
、
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
2
1
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
隣
接
の
5
市

町
村
で
合
併
を
決
断
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
市

建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
合
併
協
議
会
で
の
決
議
事
項
を
尊
重
し
、
更
に

住
民
二
ー
ズ
の
多
様
性
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の

か
、
素
早
い
判
断
が
必
要
で
す
。

　
巾
心
市
街
地
と
周
辺
地
が
連
携
し
、
お
互
い
の

長
所
、
短
所
を
補
う
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
日
ま
で
懸
命
な
ご
尽
力
に
よ
っ
て

当
村
の
繁
栄
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
、
先
人
、
先
輩

各
位
、
並
び
に
村
民
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
、
新
市
の
将
来
が
夢
の
持
て
る
地
域
と

し
て
発
展
出
来
ま
す
様
、
ご
祈
念
致
し
ま
す
。
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